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今、　花ひらく小さな城下町　三春

みんなで
なかよく雪あそび

（第二保育所の子どもたちによるソリすべりのようす　関連記事 3 ページ）

異動の手続きをお忘れなく3月号の主な記事



2

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
﹆
ま
た
は
住
民

　
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
場
合

　
お
持
ち
の
カ
ー
ド
に
よ
る
転
出
手
続
き
を

　

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
窓
口
に
て
該
当

　

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出

　

届
を
役
場
窓
口
へ
事
前
に
郵
送
し
て
お
く

　

こ
と
に
よ
り
、
直
接
転
入
地
で
手
続
き
を

　

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証
を
返
納

し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
の
手
続
き
を
さ
れ
る

と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

新
し
く
印
鑑
登
録
を
す
る
時
は
、
登
録
す

る
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
な
る
べ
く
ご
本

人
が
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
に
よ
る
登
録
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
登
録
し
、
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
登
録
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
は
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
転
出
手
続
き
後
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を

お
持
ち
に
な
っ
て
転
入
地
で
転
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

三
春
町
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

さ
れ
る
方
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
２
点
、
印
鑑
お
よ
び
通
知
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
う
え
、
役
場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
申
請
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

町
は
カ
ー
ド
作
成
を
外
部
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
約
１
か
月
ほ
ど
、
交
付
に
時

間
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
三
春
町
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
し
、
交
付
を
受
け
る
前
に
転
出
を

し
て
し
ま
う
と
申
請
が
無
効
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

異動届の種類 どんなとき いつ

転入届 他の市町村から
引っ越してきたとき

転入した日から14日以内
転出証明書が必要です。

町内で住所が
変わったとき 転居した日から14日以内

他の市町村へ
引っ越すとき

転出する日まで
（転出後14日以内を含む）転出届

転居届

▼ 異動届手続き一覧

　

運
転
免
許
証
な
ど
の
届
出
を
す
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
月
・
４
月
は
、
就
職
や
転
勤
、
入
学
な
ど
、
１
年
で
最
も
住
所
の
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

　

三
春
町
か
ら
引
越
し
す
る
皆
さ
ん
、
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
引
越
し
し
て
き
た
皆
さ
ん
、
住
所

異
動
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
所
の
異
動
手
続
き
と
一
緒
に
行
う
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
異
動
届

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
転
出
手
続
き
後
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、

転
入
地
で
転
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
引
き
続
き
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
更
新
・

新
規
発
行
は
行
え
ま
せ
ん
。
更
新
・
新
規
発

行
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

▼ 

住
民
課
（
役
場
窓
口
）
☎
62-
８
１
２
６

                         

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

印
鑑
登
録

▼ 

住
民
課　
　

 

☎
62-
８
１
２
６

              

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-
５
１
５
５

▼ 

住
民
課　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

              

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▼ 

住
民
課　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

              

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

転入・転出の手続きは
次のときにもできますのでご利用ください。

● 3 月 25 日、4 月 1 日の日曜窓口
　 （午前 8 時 30 分～午後 0 時）
● 毎週水曜日（祝祭日を除く）の延長窓口
　 （午後 7 時まで）
※ 児童の異動の場合、事前に電話でご確認を
　 お願いします。



3

転入や転出の際には、次の届出も必要となります。
各所にて住所変更等の手続きを行ってください。

その他の手続きも忘れずに！

▼ 

問
▽ 

住
民
課

　
 　

　

☎
62-

８
１
２
６

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▽ 
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

▽ 

教
育
課

　

 　
　

☎
62-
６
３
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-
６
０
０
０

▽ 

企
業
局

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

　

引
越
し
さ
れ
る
方
は
、
３
日
前
ま
で
に
忘

れ
ず
企
業
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
建
築
や
改
築
な
ど
で
水
道

の
使
用
を
一
時
中
止
す
る
場
合
や
、
長
期
間

留
守
に
し
水
道
を
使
用
し
な
い
時
に
も
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

転
出
さ
れ
る
方
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
証

を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

転
入
・
転
出
さ
れ
る
場
合
で
、
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
は
、

転
校
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
窓
口
で
異
動

届
を
済
ま
さ
れ
た
後
に
、
教
育
委
員
会
教
育

課（
役
場
３
階
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
保
健
福
祉
課　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

                    

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

▼ 

教
育
課　
　

 

☎
62-

６
３
１
０

              

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
０
０
０

水
道

▼ 

企
業
局 　
　
☎
62-

２
５
０
０

              

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

小
中
学
校

国
民
健
康
保
険

窓
口
か
ら
の
お
願
い

● 

住
民
票
等
の
交
付
請
求
を
で
き
る
方
は
﹆

　
次
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方

　
は
﹆
委
任
状
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽ 

住
民
票

　

本
人
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
人
（
世
帯
分
離

を
し
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

▽ 

戸
籍
﹆
附
票

　

本
人
、
配
偶
者
、
直
系
血
族
（
父
母
、
祖

父
母
、
子
、
孫
等
）

▽ 

身
分
証
明
書　
本
人

● 

窓
口
に
お
い
で
に
な
っ
た
方
の
ご
本
人

　
様
確
認
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

一
種
類
で
確
認
す
る
も
の

　

運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
、

公
的
機
関
の
発
行
し
た
顔
写
真
入
り
の
身
分

証
明
書

▽ 

二
枚
書
類
を
組
み
合
わ
せ
て
確
認
す
る

　
も
の

　

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
の
組
合
わ
せ

　

な
お
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
み
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

転
出
・
転
居
に
よ
り
水
道
の
使
用
を
休

　
止
す
る
時

　

水
道
は
、
引
越
し
の
当
日
ま
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
連
絡
の
際
は
、
お
客
様

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
転
居
さ
れ
る

日
時
、
転
居
先
住
所
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

転
入
に
よ
り
新
た
に
水
道
を
お
使
い
に

　
な
る
時

　

連
絡
の
際
は
、
水
道
を
お
使
い
に
な
る
お

客
様
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
使
用
開

始
日
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

● 電気　東北電力コールセンター ☎ 0120-175-266
● ガス　各取引店
● 電話　ＮＴＴ ☎ 0120-116-000
● 郵便　三春郵便局 ☎ 62-2800
● 運転免許証　田村警察署 ☎ 62-2121
● 金融機関
● 軽自動車の名義変更・廃車などの手続き

　3 月号では、子どもたちの笑顔を表紙にし
たいと思い第二保育所へお邪魔しました。
　子どもたちは、雪が積もった斜面を利用し
てソリすべりをしたり、雪を綺麗に丸めてお
ままごとをしたり、発想豊かに元気に雪あそ
びをしていました。途中、ソリで遊んでいた
子が持っていない子に貸してあげる優しい一
場面も見受けられました。また、全体の写真
を撮るときには、すべりやすい雪の上にみん
なで我慢強く留まっていてくれました。
　取材にご協力いただいた皆さん、ありがと
うございました。

今月の表紙
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その女性の名は「あいひめ」
ではなく「めごひめ」。
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450th
地として愛姫 Anniversary
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愛姫生誕の

http://miharu-megohime.com

 
 

 

2018
愛姫 YEAR!
2018
愛姫 YEAR!

田
村
家
菩
提
寺

福
聚
寺
住
職

田
村
家
菩
提
寺

福
聚
寺
住
職

輿
入
れ
の
決
定

　

関
係
す
る
資
料
が
少
な
い
愛
姫
で
す
が
、
嫁
入
り
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
言
い
伝
え
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
連
載
第
３
回
目
の
今
回
は
、
愛
姫
の
輿
入
れ
に
つ
い
て
で
す
。

　

会
津
の
芦
名
氏
と
茨
城
の
佐
竹
氏
が
手
を
結

ん
だ
こ
と
で
、
田
村
清
顕
は
敵
に
囲
ま
れ
孤
立

し
ま
す
。
こ
の
頃
、
伊
達
家
に
愛
姫
よ
り
１
歳

年
上
の
男
子
が
お
り
、
２
年
前
に
元
服
し
て
伊

達
家
中
興
の
祖
で
あ
る
第
９
世
政
宗
の
名
を
授

か
り
、
並
々
な
ら
な
い
器
量
だ
と
い
う
話
が
清

顕
の
耳
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
清
顕
は
、
北
の

伊
達
家
と
盟
約
を
結
ぶ
こ
と
で
窮
地
を
脱
し
た

い
と
考
え
、
伊
達
家
に
娘
を
嫁
に
や
り
た
い
と

使
者
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
伊
達
家
で
は
会
議
が
開
か

れ
ま
す
。
田
村
家
は
ほ
か
の
大
名
た
ち
と
敵
対

し
て
お
り
、
縁
組
す
れ
ば
伊
達
家
も
怨
ま
れ
る

の
で
、
や
め
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
が
主
流

で
し
た
。
し
か
し
、
当
主
の
輝
宗
は
、
清
顕
は

小
勢
だ
が
、
大
軍
を
受
け
て
も
よ
く
戦
い
、
こ

れ
ま
で
負
け
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
武

勇
の
者
を
我
が
子
の
岳
父
に
で
き
れ
ば
、
う
れ

し
い
限
り
だ
と
し
て
、
愛
姫
の
嫁
入
り
を
承
諾

し
ま
し
た
。

嫁
入
り
道
中

　

天
正
７
年
11
月
28
日
（
１
５
７
９
年
12
月
25

日
）
が
結
婚
の
日
と
決
ま
り
、
２
か
月
程
度
で

準
備
を
し
、わ
ず
か
な
従
者
を
伴
っ
て
12
歳
（
満

11
歳
）
の
愛
姫
は
三
春
を
発
ち
ま
す
。
道
中
は

お
お
よ
そ
現
在
の
国
道
３
４
９
号
線
沿
い
を
北

上
し
た
よ
う
で
、
田
向
館
（
旧
東
和
町
）
で
最

初
の
宿
を
借
り
ま
す
。
田
向
館
は
小
手
森
城
主
・

菊
池
顕
綱
の
居
館
で
、
顕
綱
は
愛
姫
一
行
を
手

厚
く
も
て
な
し
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
６
年
後
、

小
手
森
城
は
政
宗
や
清
顕
の
軍
勢
に
攻
め
ら
れ
、

周
辺
の
住
民
や
馬
・
犬
に
至
る
ま
で
、
数
百
人

が
撫
で
斬
り
に
さ
れ
、
菊
池
一
族
は
滅
ぼ
さ
れ

ま
し
た
。

　

伊
達
領
に
入
っ
た
川
俣
で
休
憩
す
る
と
、
一

行
は
梁
川
へ
向
か
い
ま
し
た
。
梁
川
で
は
、
伊

達
家
の
重
臣
伊
達
成
実
、
遠
藤
基
信
ら
が
、
甲

冑
の
上
に
礼
服
を
着
て
出
迎
え
ま
し
た
。
田
村

家
か
ら
随
行
し
た
向
館
内
匠
が
、
水
晶
の
数
珠

を
取
り
出
し「
水
晶
の
玉
の
よ
う
な
る
子
を
も
っ

て
」
と
祝
う
と
、
基
信
が
「
末
繁
昌
と
祈
る
こ

の
数
珠
」
と
歌
を
返
し
、
輿
が
引
き
渡
さ
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
雪
深
い
板
谷
峠
（
現
在
の
国
道
13

号
線
付
近
）
を
避
け
て
、
小
坂
峠
（
国
見
町
）

か
ら
七
个
宿
（
宮
城
県
）
に
入
り
、
二
井
宿
峠

を
越
え
て
出
羽
（
山
形
県
）
に
入
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
途
中
、
１
・
２
泊
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
米

沢
に
無
事
た
ど
り
着
い
た
愛
姫
で
す
が
、
正
式

畠山

大内

相馬

田村

伊東

二階堂

岩城

蘆名

峠
坂
小

宿
ケ
七

峠
宿
井
二

城
沢
米

城
川
梁

城
俣
川

城
向
田城
森
手
小

城
浜
小

城
角
岩

城
宮
本

城
倉
高

城
松
本
二

城
目
杉

城
森
大

城
山
西

幡
八
川
梁

田村城
木
目
百

城
木
目
百

城
沢
石

城
沢
石

城
葉
常

城
葉
常

城
沢
井
岩

城
沢
井
岩

城
春
三

城
春
三

城
引
船

城
引
船

城
森
宮

城
森
宮

伊達伊達

▼ 愛姫の輿入れのルート図

に
結
婚
し
た
の
は
、
２
年
が
過
ぎ
た
天
正
10
年

の
正
月
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

愛
姫
小
路

　

愛
姫
が
、
三
春
か
ら
現
在
の
国
道
３
４
９
号

線
付
近
を
北
上
す
る
ま
で
、町
内
の
ど
こ
を
通
っ

た
の
か
は
、
記
録
が
な
い
た
め
わ
か
り
ま
せ
ん
。

三
春
か
ら
北
へ
向
か
う
に
は
、
御
旗
町
か
ら
出

る
相
馬
街
道
か
、
渋
池
か
ら
北
上
す
る
小
浜
海

道
、
担
橋
を
渡
っ
て
本
宮
・
二
本
松
へ
向
か
う

街
道
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
最
も
西

側
を
回
り
込
む
渋
池
の
通
り
が
、「
愛
姫
小
路
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
愛
姫
の
輿
入
れ
は
、
田

村
家
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
り
、
二
度
と
故

郷
へ
戻
る
こ
と
が
な
い
愛
姫
の
た
め
に
、
城
下

の
あ
ち
こ
ち

を
巡
り
な
が

ら
、
地
元
の

人
々
と
別
れ

を
惜
し
み
な

が
ら
旅
立
っ

た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

字渋池・県道本宮三春線の内側にある「愛
姫小路」の碑。現在、この道は、田村高
校の通学路にも活用されている。

広報みはる 2 月号 5 ページの愛姫生誕 450 年記念特集 2 段目の「愛姫の誕生から嫁入りへ」の 1 行目から 2 行目に
かけて、年数が誤っておりましたので、お詫びして、次のとおり訂正いたします。
▶ 誤　永禄 11 年（1668 年）　　▶ 正　永禄 11 年（1568 年）

お
詫
び
と
訂
正
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愛姫生誕 450 年記念

　今春、歴史民俗資料館では、愛姫の特別展

を開催します。

　歴史民俗資料館の特別展では、愛姫が嫁入

りの時に持参したと伝わる琵琶を展示します。

この琵琶は、元々御所の所有で、平家物語に

も登場する「青山（せいざん）」という琵琶で

す。田村家にもたらされた経緯は不明ですが、

現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて

います。

　ほかにも、初めて三春で展示される資料が

たくさんありますので、ぜひ、ご来館ください。

◆ 日　時　4月 7 日（土）～ 5月 13 日（日）

　　　　　 午前 9時～午後 4時 30 分

　　　　　 ※ 5 月 7 日は休館日

◆ 入館料　一般・大学生：500 円

　　　　　　小中高校生 250 円

「陽徳院 愛姫」

  

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

愛姫の生誕を記念して植えられたのではない
かとも考えられる推定樹齢450年の「福聚寺桜」。
「愛姫桜」とも呼べるものかもしれない。

陽徳院様夢想之書付
三春町歴史民俗資料館に収蔵されているレプリカ
（本書は一関市博物館で所蔵されている。）

                                       

愛姫生誕 450 年記念

　今春、歴史民俗資料館では、愛姫の特別展

を開催します。

　歴史民俗資料館の特別展では、愛姫が嫁入

りの時に持参したと伝わる琵琶を展示します。

この琵琶は、元々御所の所有で、平家物語に

も登場する「青山（せいざん）」という琵琶で

す。田村家にもたらされた経緯は不明ですが、す。田村家にもたらされた経緯は不明ですが、

現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて現在は、愛媛県宇和島の伊達家に伝えられて

います。

　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が　ほかにも、初めて三春で展示される資料が

たくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますのでたくさんありますので、ぜひぜひ、ご来館ください。ご来館ください。ご来館ください。ご来館ください。

◆ 日　時 4 月 7 日（土）日（土）日（土）日（土）日（土）日（土）日（土）日（土）～ 5月～ 5月～ 5月～ 5月～ 5月～ 5月～ 5月 1133 日（日）日（日）日（日）日（日）日（日）日（日）

　　　　　 午前 9 時～午時～午時～午時～午後 4時後 4時後 4時後 4時後 4時後 4時 300 分分

　　　　　 ※ 5 月 77 日は休館日日は休館日日は休館日日は休館日日は休館日日は休館日

◆ 入館料 一般・大学生：50一般・大学生：50一般・大学生：5000 円円円

　　　　　　小中高校生 250 円円

「陽徳院 愛姫」

  

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

愛姫の生誕を記念して植えられたのではない
かとも考えれれる推定樹齢450年の「福聚寺の
桜」。「愛姫桜」とも呼べるものかもしれない。

陽徳院様夢想之書付
三春町歴史民俗資料館に収蔵されているレプリカ
（本書は一関市博物館で所蔵されている。）

                                       

　

今
年
は
愛
姫
の
誕
生
し
た
永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
か
ら

数
え
て
丁
度
四
百
五
十
年
の
節
目
に
当
た
る
。

　

当
時
、
城
下
町
三
春
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
戦
国
大

名
に
と
っ
て
寺
社
は
重
要
な
施
設
だ
が
、
田
村
義
顕
は
す
で

に
永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
、
多
く
の
大
名
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
関か
ん

山ざ
ん

派は

（
現
・
妙
心
寺
派
）
の
禅
僧
天て
ん

心し
ん

智ち

寛か
ん

を
福
聚

寺
に
招
き
、
そ
の
晋
山
式
の
た
め
に
手
書
き
大
般
若
経
六
百

巻
を
寺
に
進
献
し
て
い
る
。
経
典
を
手
書
き
で
写
し
た
の
は

十
七
人
の
僧
侶
た
ち
だ
が
、
建
築
費
用
だ
け
で
な
く
そ
う
し
た

費
用
も
田
村
家
が
拠
出
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
相
当
の
力
を
も
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

時
代
は
や
が
て
二
代
隆
顕
か
ら
三
代
清
顕
に
移
り
、
福
聚
寺

に
は
「
駆
入
御
免
」
を
認
め
つ
つ
、
田
村
家
も
中
通
り
で
の
地

歩
を
築
い
て
い
く
。
お
そ
ら
く
は
そ
ん
な
時
代
、
義
顕
が
愛
で

た
滝
桜
の
子
孫
木
も
寺
社
や
館
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
。
福
聚
寺
に
は
田
村
家
守
護
仏
と
さ
れ
る
十
一
面
観

音
堂
が
あ
る
の
だ
が
、
丁
度
そ
の
観
音
堂
の
正
面
か
ら
枝
垂
れ

桜
の
花
影
が
最
も
美
し
く
見
え
る
。
思
え
ば
桜
の
推
定
樹
齢
も

ほ
ぼ
四
百
五
十
年
。
も
し
や
こ
の
桜
は
、
愛
姫
の
誕
生
を
記
念

し
て
植
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
し
ま

う
の
も
、「
陽
徳
院
様
夢
想
之
書
付
」
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

愛
姫
が
生
ま
れ
て
十
年
後
の
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
、
近

隣
の
情
勢
は
す
で
に
不
穏
だ
っ
た
。
清
顕
の
旗
下
に
あ
っ
た
塩

松
大
内
氏
、
二
本
松
畠
山
氏
な
ど
が
次
々
に
離
反
し
て
蘆
名
方

に
転
じ
、
永
年
抗
争
を
続
け
て
き
た
伊
達
・
相
馬
は
相
変
わ
ら

ず
火
花
を
散
ら
し
あ
う
。
母
を
伊
達
氏
か
ら
、
妻
を
相
馬
氏
か

ら
迎
え
た
清
顕
に
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
両
家
の
友
好
を
取
り

持
ち
た
い
。
そ
こ
で
清
顕
は
両
家
の
調
停
を
続
け
る
一
方
で
、

伊
達
と
の
関
係
を
優
先
し
、
一
人
娘
を
伊
達
家
の
梵
天
丸
（
後
の

政
宗
）
に
嫁
が
せ
、
田
村
家
の
命
運
も
そ
の
婚
姻
に
託
す
こ
と
を

決
断
し
た
。
翌
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
十
一
月
、
満
で
十
一
歳

の
愛
姫
は
、
雪
の
小
坂
峠
と
二
井
宿
峠
を
越
え
て
三
春
か
ら
米
沢

に
輿
入
れ
し
た
。
旧
暦
十
一
月
の
峠
は
雪
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

伊
達
家
に
嫁
い
で
か
ら
も
「
田
村
御
前
」
と
呼
ば
れ
、
後
継
が

途
絶
え
た
こ
と
を
嘆
く
愛
姫
は
、
夫
政
宗
や
そ
の
子
忠
宗
に
も
田

村
家
の
存
続
を
懇
請
し
た
。
父
清
顕
の
願
い
は
、
次
男
ま
た
は
三

男
に
田
村
家
を
継
い
で
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
長
女
五
郎
八
姫

の
他
に
忠
宗
、
宗
綱
、
竹
松
丸
と
三
人
の
男
児
を
産
み
な
が
ら
そ

の
夢
は
叶
わ
ず
、
遂
に
愛
姫
は
孫
の
誕
生
を
夢
告
げ
で
知
る
ほ
ど

思
い
つ
め
て
い
た
。
夢
の
内
容
を
「
い
ろ
よ
き
は
な
の
ゑ
た
を
こ

そ
み
る
」
と
書
い
た
の
が
件
の
夢
想
之
書
付
で
あ
る
。

　

跡
継
ぎ
の
誕
生
が
、な
ぜ
「
色
よ
き
花
の
枝
」
を
見
る
、な
の
か
。

私
の
勝
手
な
推
測
だ
が
、
そ
れ
は
少
女
時
代
に
故
郷
三
春
で
見
た
、

滝
桜
や
子
孫
木
た
ち
の
面
影
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
年
「
色
よ

き
花
の
枝
」
を
見
る
た
び
に
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
。
結
局

再
興
さ
れ
た
一
関
田
村
家
で
子
孫
木
と
し
て
花
咲
い
た
の
は
愛
姫

の
孫
（
忠
宗
の
三
男
）
宗
良
だ
っ
た
。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX 62-3300
　　　　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953

玄
侑
宗
久

田
村
家
菩
提
寺

福
聚
寺
住
職

◆ 

愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り

　

毎
年
、
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
、
滝
桜
周
辺
の
露
天
の
出

店
や
滝
桜
の
観
桜
等
を
「
桜
ま
つ
り
」、
街
な
か
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
「
春

ま
つ
り
」
と
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
三
春
町
独
自
の
春
の
ま

つ
り
の
名
称
と
し
て
、
広
く
の
三
春
の
「
桜
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

「
愛
姫
の
里
」と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
桜

ま
つ
り
」
と
「
春
ま
つ
り
」
を
合
わ
せ
て
、「
愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り
」
と

い
う
名
称
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◆ 

愛
姫
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
を
発
表
し
ま
す

　

広
報
み
は
る
２
月
号
で
、
愛
姫
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
完
成
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ラ
ッ
ピ
ン

グ
カ
ー
な
ど
を
、
３
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
の
両
日
に
開
催
さ
れ

る
「
第
２
回
あ
げ
も
の
サ
ミ
ッ
ト
」
の
会
場
と
な
る
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
内
外
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
愛
姫
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
３
月

中
旬
頃
か
ら
、
愛
姫
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
三
春
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

YouTube

）
や
民
放
各
社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
枠
内
で
放
送
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
Ｃ
Ｍ
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
姫
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
声
優
の

東
山
奈
央
さ
ん
に
演
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▼ 

日
時　
６
月
10
日
（
日
） 

※ 

雨
天
決
行

▽ 

受
付　
午
前
７
時
30
分
～
８
時
45
分

▽ 

開
会
式　
午
前
９
時

▽ 

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
50
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
差
ス
タ
ー
ト
）

▼ 

会
場　
中
郷
小
学
校

　
　
　
　

 　
　
（
受
付
、
開
会
式
、
閉
会
式
）

▼ 

コ
ー
ス　
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

参
加
料

▽ 

一
般　
　
　
　

２
、５
０
０
円

▽ 

親
子
ペ
ア　
　

３
、０
０
０
円

▽ 

高
校
生　
　
　

１
、５
０
０
円

▽ 

小
・
中
学
生　
１
、０
０
０
円

※ 

振
込
手
数
料
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼ 

表
彰　
各
部
門
１
位
～
８
位

※ 

１
位
～
３
位
に
は
副
賞
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、「
第
21
回
さ
く

ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
期
限
前
で
も
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

 

実
行
委
員
会
（
三
春
交
流
館
内
）

　
　
　 

☎
62-

３
８
３
７

第
21
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
21
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼ 部門・種目・距離

▼ 

駐
車
場　
滝
桜
大
駐
車
場

※ 

駐
車
場
か
ら
中
郷
小
学
校
ま
で
は
シ
ャ

　

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法　
大
会
要
項
の
申
込
書
（
払

　

込
取
扱
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

　

便
局
か
ら
振
り
込
む
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
（http://runnet.jp

）
か
ら
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
大
会
要
項
は
、
三
春
交
流

　

館
「
ま
ほ
ら
」、
町
民
体
育
館
、
役
場
に

　

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※ 
大
会
要
項
が
必
要
な
方
に
は
、
郵
送
し

　

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
４
月
27
日
（
金
）

※ 

定
員
を
１
、５
０
０
名
と
し
、
期
限
前
で

　

も
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼ 第 20 回さくら湖マラソン大会のようす

　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
参
加
者
か
ら

の
参
加
費
や
町
か
ら
の
補
助
金
の
他
に
、
町
内

外
の
各
企
業
・
団
体
か
ら
の
協
賛
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ご
協
賛
を
賜
り
な
が
ら
、
町
・
関
係

機
関
団
体
等
が
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
開
催
準

備
等
に
万
全
を
期
し
、
参
加
者
を
お
も
て
な
し

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
企
業
・
団
体
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
賛
い
た
だ
き

ま
し
た
企
業
・
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
広
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・

団
体
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
ご
協
力
の
お
願
い

に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間　
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

協
　
賛
　
金
　
募
　
集

一般男子39歳以下（高校生以上）
一般男子40歳代
一般男子50歳代
一般男子60歳以上
一般女子（高校生以上）
一般男子39歳以下（高校生以上）
一般男子40歳代
一般男子50歳代
一般男子60歳以上
一般女子（高校生以上）
中学生男子
一般女子（高校生以上）
中学生女子
小学生男子５・６年生
小学生男子３・４年生
小学生女子５・６年生
小学生女子３・４年生
親子ペア
（小学生２年生以下と親または祖父、祖母）

距離部門 種　　目
第１部
第２部
第３部
第４部
第５部
第６部
第７部
第８部
第９部
第10部
第11部
第12部
第13部
第14部
第15部
第16部
第17部

第18部

10㎞

５㎞

３㎞

２㎞

愛
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

◎ 

飼
い
主
に
は
法
律
に
よ
り
次
の
こ
と
が

　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽ 

現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
に
飼
い

　

犬
の
登
録
を
す
る
こ
と

▽ 

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
受
け
さ
せ
る
こ
と

１ 

愛
犬
の
登
録
に
つ
い
て

　

愛
犬
を
飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以
内
（
生

後
91
日
以
上
）
に
、
役
場
窓
口
で
登
録
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
犬
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時

も
届
出
が
必
要
で
す
（
死
亡
届
は
電
話
に
て

受
付
け
で
き
ま
す
）。

２ 

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
基
づ
い
て
、
生
後

91
日
以
上
の
愛
犬
の
飼
い
主
は
、年
に
１
度
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

注
射
は
毎
年
５
月
の
下
旬
頃
に
、
町
内
各

地
区
で
行
う
集
合
注
射
や
動
物
病
院
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
愛
犬
の
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
集
合
注
射
の
案
内
ハ
ガ
キ
が

届
き
ま
す
）。

３ 

そ
の
他

　

毎
年
、
犬
の
フ
ン
や
放
し
飼
い
な
ど
の
苦

情
が
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
人
が
犬
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
犬
を
正
し
く
飼
養
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　 

　
　
☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
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マイナンバー（個人番号）カードがあれば
コンビニで各種証明書が取得できます！！
マイナンバーカードは身分証明書として利用できるだけでなく、全国
のマルチコピー機が設置されているコンビニエンスストアで使用する
ことにより、各種証明書が取得できます。

切
替

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

このままではお使いいただけません。

【通知カード】

【マイナンバーカード】

● 申請書の記入や本人確認が不要となります。
● 印鑑登録されている方は登録証がなくても印鑑証明書を
　 取得できます。
● 機械操作の際には 4 ケタのパスワードが必要となりま
　 すので、事前にご確認ください。

簡単 ! 便利 !

マイナンバーカードの申請は
役場 1 階住民課窓口へ !!

※ なお、三春町に住所があっても本籍が他町村にある方の戸籍証明書
　 は発行できませんのでご了承ください。

●申請時に必要なもの●
□通知カードおよび申請書（紛失の場合、ご相談ください。）
□身分証明書 2 点
□住基カード（持っている方のみ）
□印鑑

申請後カードが
できるまでには

1 か月程度お時間が
かかります。
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選挙啓発書道展
　三春町明るい選挙推進協議会主催による選挙啓発書道展へたくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。
　審査結果および応募状況は次のとおりです。
　なお、入選作品は、2 月 28 日（水）から 3 月 2 日（金）までの 3 日間、三春交流館「まほら」ホワイエにて展示
させていただきますので、ご来場のうえ、ご覧ください。
※ 展示される作品は、各学校での一次審査後の作品となります。
▶ 展示期間　2 月 28 日（水）午前 9 時～午後 9 時
　　　　　　 3 月   1 日（木）午前 9 時～午後 9 時
　　　　　　 3 月   2 日（金）午前 9 時～午後 4 時
▶ 展示会場　三春交流館「まほら」ホワイエ
▶ 作品課題　小学校 5 年生「公約」、小学校 6 年生「政治」
　　　　　　 中学校 1 ～ 3 年生「清き一票」
　　　　　　 ※ 小学生は楷書体、中学生は行書体
▶ 最優秀賞受賞者（氏名（敬称略）・学校名）　5 名
▷ 小学校 5 年生の部　佐久間　新（三  春  小）
▷ 小学校 6 年生の部　佐久間　愛（御木沢小）
▷ 中学校 1 年生の部　佐久間羽音（三  春  中）
▷ 中学校 2 年生の部　渡辺　乙葉（岩  江  中）
▷ 中学校 3 年生の部　伊藤　瑠寧（岩  江  中）
▶ 優秀賞受賞者（氏名（敬称略）・学校名）　15 名
▷ 小学校 5 年生の部　持地海翔（岩江小）／大石田青空（御木沢小）／笹島大我（中妻小）
　　　　　　　　　　 ／三浦柊明（中郷小）／本多春樹（沢石小）
▷ 小学校 6 年生の部　川崎凛耶（三春小）／　田芽（岩江小）／桑原心優（岩江小）／渡辺由貴（御木沢小）
　　　　　　　　　　 ／白岩泰一（中妻小）／栁沼空花（中郷小）／佐久間圭太（沢石小）
▷ 中学校 1 年生の部　栁沼美里（岩江中）
▷ 中学校 2 年生の部　後木優奈（三春中）
▷ 中学校 3 年生の部　黒田涼介（岩江中）

学校名 学年 応募状況

三春小学校

岩江小学校

御木沢小学校

中妻小学校

中郷小学校

沢石小学校

三春中学校

岩江中学校

５年
６年
５年
６年
５年
６年
５年
６年
５年
６年
５年
６年
１年
２年
１年
２年
３年

応募計 597

49
49
37
44
17
13
8
11
20
9
11
6
98
111
43
41
30

問い合わせ先　三春町明るい選挙推進協議会
　　　　　　　（総務課庶務グループ内）
　　　　　　　☎ 62-2111　FAX 61-1110

▶ 応募者総数（人）
▽ 小学校 5 年生の部 ▽ 小学校 6 年生の部 ▽ 中学校 1 年生の部

▽ 中学校 3 年生の部▽ 中学校 2 年生の部
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選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　 

〜 

選
挙
の
投
票
に
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

〜

　

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
し
み

の
あ
る
投
票
所
を
め
ざ
し
て
、
各
選
挙
の
投

票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

投
票
立
会
人
は
、
投
票
所
や
期
日
前
投
票

所
で
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立

ち
会
っ
て
い
た
だ
く
方
の
こ
と
で
、
選
挙
権

の
あ
る
方
で
三
春
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
要
件
に
合
っ
た
方
で

あ
れ
ば
、
年
齢
・
性
別
・
職
業
な
ど
に
関
係

な
く
、
ど
な
た
で
も
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

特
に
、
若
い
方
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
図
る
こ
と

か
ら
、
10
代
・
20
代
・
30
代
の
方
の
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

選
挙
立
会
人
の
役
割
っ
て
な
に
？

　

投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち

会
う
と
と
も
に
、
投
票
管
理
者
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

主
な
仕
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽ 

仕
事
の
内
容

・
投
票
所
の
開
閉
に
立
ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
箱
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
の
確

　

認
に
立
ち
会
う
こ
と
。（
初
日
の
み
）

・
有
権
者
に
対
す
る
投
票
用
紙
の
交
付
に
立

　

ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
箱
の
閉
鎖
に
立
ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
録
に
（
自
筆
に
て
）
署
名
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
投
票
手
続
き
の
全
般
に
立
ち
会

　

う
こ
と
。

▼ 

予
定
さ
れ
て
い
る
選
挙

　

平
成
30
年
度
は
、
11
月
11
日
任
期
満
了
に

伴
う
福
島
県
知
事
選
挙
お
よ
び
福
島
県
議
会

議
員
補
欠
選
挙
（
田
村
市
田
村
郡
選
挙
区
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
期
日
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す

が
、
決
ま
り
次
第
町
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼ 

応
募
期
限

　

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

（
消
印
有
効
）

▼ 

応
募
方
法

　
「
投
票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
２
階
総
務
課
内
）
に
ご
持
参
い
た
だ

く
か
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
三
春
町
役
場
２
階
総
務
課
お

よ
び
役
場
１
階
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
が
、三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総

務
課
内
）に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

申
込
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格

　

町
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
方

▼ 

募
集
区
分

▽ 

期
日
前
投
票
所 

投
票
立
会
人

　

三
春
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
期
日
前
投
票
開
設
の
期
間
（
公
示
日
等

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
で

月
～
金
曜
日
を
含
む
）
の
期
日
前
投
票
所
に

お
い
て
、投
票
に
立
会
う
こ
と
が
可
能
な
方
。

▽ 

投
票
日
投
票
所 

投
票
立
会
人

　

各
投
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
登
録
さ
れ
た
投
票
所
に
お
い
て
、
選

挙
当
日
の
投
票
に
立
会
う
こ
と
が
可
能
な

方
。

▼ 

立
会
い
を
行
う
投
票
所

▽ 

期
日
前
投
票
の
場
合

　

三
春
町
役
場
、
岩
江
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
田

村
高
校
を
期
日
前
投
票
所
と
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

▽ 

投
票
日
当
日
の
場
合

　

応
募
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
投
票
区
の
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

▼ 

立
会
時
間

▽ 

期
日
前
投
票
所
︵
予
定
︶

・
三
春
町
役
場

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
岩
江
セ
ン
タ
ー

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

・
田
村
高
校

　

午
後
３
時
～
午
後
６
時

▽ 

各
投
票
所
︵
予
定
︶

　

 

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※ 

立
会
時
間
中
は
、
外
出
な
ど
に
よ
り
投

　

票
所
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

投
票
立
会
人
の
手
当

　

 （
額
に
応
じ
て
源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
）

▽ 

期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

　
 

１
日
に
つ
き

　
 　

　
　

９
、５
０
０
円
（
三
春
町
役
場
）

　

 　
　
　

７
、０
０
０
円
（
岩
江
セ
ン
タ
ー
）

　

 　
　
　

４
、９
０
０
円
（
田
村
高
校
）

▽ 

投
票
所
の
投
票
立
会
人
︵
投
票
日
当
日
︶

　

 

１
日
に
つ
き　

１
０
、７
０
０
円

▼ 

選
任
ま
で
の
流
れ

① 

応
募
さ
れ
た
方
を
三
春
町
選
挙
管
理
委

　

員
会
で
審
査
を
行
い
「
選
挙
立
会
人
登
録

　

者
台
帳
」
に
登
録
し
ま
す
。（
辞
退
の
申

　

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に

係
る
立
札
お
よ
び
看
板
等
に
表
示
す
る
証
票

の
有
効
期
限
が
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
新
し
い
証
票
の
交
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
請
場
所

　

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 （
役
場
２
階
総
務
課
内
）

▼ 

受
付
期
間

　

 

３
月
１
日
（
木
）
～
３
月
30
日
（
金
）

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

 （
平
日
の
み
）

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　

  　
　

☎
62-

２
１
１
１

　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

政
治
家
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

出
が
な
い
限
り
、
登
録
は
平
成
31
年
３
月

　

31
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。）

② 

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
平
成
30
年

　

度
に
執
行
さ
れ
る
選
挙
ご
と
に
登
録
者
の

　

中
か
ら
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
任

　

し
ま
す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
な
ど
は

　

調
整
し
ま
す
。）

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　

  　
　

☎
62-

２
１
１
１

　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　

本
校
の
教
育
活
動
を
語
る
上
で
、
地
域
や
地
域
の
人
材
と
の
関

わ
り
を
外
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
３
～
６
年
生
ま
で
が
取
り
組

む
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、「
共
に
学
ぼ
う
！
わ
た
し
た
ち
の

ふ
る
さ
と
岩
江
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
ど
の
学

年
も
地
域
の
事
象
や
人
材
と
関
わ
っ
た
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
、「
わ
れ
ら
岩
江
た
ん
け
ん
隊
」
と
題
し
、
地
域
の
史

跡
で
あ
る
「
玉
が
滝
」
や
「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
」
な
ど
を

実
際
に
歩
い
て
尋
ね
て
、
調
べ
た
り
、
そ
こ
に
携
わ
っ
て
い
る
方

へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
通
し
た
り
し
て
地
域
の
事
象
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岩
江
セ
ン
タ
ー
長
さ
ん
や
学
校

運
営
協
議
会
の
方
な
ど
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
ふ
る
さ
と
岩
江

の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
年
生
は
年
間
を
通
し
て
「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
」
で
の

米
作
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
科
の
学
習
と
も
関
連
づ
け

な
が
ら
、
稲
の
成
長
の
観
察
や
、
お
米
が
で
き
る
ま
で
の
様
子
を

い
き
い
き
学
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
晴
天
の
下
、
貴
重
な
稲
刈
り

体
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
に
は
、
岩
江
の
山
田
地
区
で
行
わ
れ
た
「
交
通
安
全

テ
ン
ト
村
」
に
４
～
６
年
生
が
参
加
し
、
鼓
笛
演
奏
を
行
い
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
６
年
生
は
交
通
安
全
の
啓
発
運
動
に
も
参
加

し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岩
江
小
学
校
は
日
々
、
地
域
や
地
域
の
方
々
と

密
接
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
い
き
い
き 

わ
く
わ
く 

え
が
お
い
っ

ぱ
い
岩
江
っ
子
の
﹃
学
舎
﹄
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

岩
江
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

岩江たんけん隊「玉が滝」へ

第 15 回三春町教育研究発表会が開催されました

　2 月 14 日午後 3 時から、三春交流館まほらホールにおいて、第 15 回三春町教育研究発表会が開催されました。
今年度は、岩江中学校の「道徳教育推進協力校」としての成果発表と三春町学校教育研究員会のＡ、Ｂグループの発
表を行いました。学校種を問わず連携協力した学びを続ける町内の教職員に大きな拍手が送られました。
　岩江中学校は「道徳教育推進校」の県指定を受け、「心豊かに、たくましく、共に成長できる生徒の育成」を研究主題に、
道徳性を高め、道徳的な実践を視野に入れた取組を行ってきました。担任の先生だけでなく、全教職員が道徳の授業
に取り組み、生徒一人一人が自分の考えを持って意見を交流させることによって、道徳の授業の充実につながってい
きました。発表会では海老原篤教諭が研究成果の一端を紹介しました。
　Ａグループは「ユニバーサルデザインの考えを生かした授業づくり～みんなが分かる、できる授業づくり～」とい
うテーマで１年間研究してきた成果を発表しました。「焦点化」「視覚化」「共有化」を合い言葉に、授業研究での成
果や課題を発表するとともに、先進的に取り組んでいる東京都台東区立根岸小学校で研修したことも発表しました。
　Ｂグループは「スタートカリキュラム・アプローチカリキュラムづくり」というテーマで、幼稚園、保育所と小学
校とのよりよい接続についてのカリキュラムを作成し、実践を行い、その考察をまとめて発表を行いました。

三春の子どもたちの家庭学習の充実を

　三春の子どもたちは、全国学習状況調査（小学 6 年と中学 3 年）や県学力調
査の生活・学習意識調査（小学 5 年と中学 2 年）によると、家庭学習を 1 時間
から 2 時間行っている児童生徒の割合が全国や県の割合より上回っている傾向に
あります。しかしながら、1 時間より少ない児童生徒も多く見られます。
　1 月には福島県教育委員会が作成した「ふくしま『家庭学習スタンダード』」
が各家庭に配付されました。その中の「家庭・地域の関わり」に、言葉かけのい
ろいろな例が出ていましたので紹介します。「ゲームばっかりしてないで勉強し
なさい」とどうしても言ってしまうところ、ちょっと工夫してみる参考にしてく
ださい。三春の子どもたちの家庭学習がさらに充実するようお願いいたします。

岩江中学校の成果発表 Ｂグループの発表Ａグループの発表

▶ 声かけの例
「あなたはものを教えることが上手だね」
「こつこつ頑張れるってすごいことよ」
「ずいぶん集中してたね」
「すぐに学習を始められたね」
「テストに向けてどんな目標を立てるの」
「計画では一日〇分だったよね」
「この前のテストで〇〇ができていたね」

ファームパークいわえ稲刈り体験
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八島台集会所開催の「にこにこ元気塾」に参加された皆さん

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以
上の元気な方が各地区に集まり、健康維持
のため、運動や口腔、栄養の指導を専門の
先生に行っていただいています。
　また、高齢者の健康や、生きがいづくり

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢 石 会 館
駅 前 集 会 所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

地 区 会場 開催日
5・12・19・26日

6・13・20・27日

今月の「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

2・9・16・23日

1・8・15・22日

7・14・28日

活動を通しての介護
予防を目的とした「三
春町高齢者社会参加
ポイント制度」の対象
となります。

にこにこ元気塾の申込みは電話でも可能です。

見学も随時行っていますので、お待ちしています。

▼ 

申
込
・
問

 　

社
会
福
祉
協
議
会

 　
　
　

☎
62-

３
９
５
０

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
４
０

橋
本
莞
子
さ
ん（
八
島
台
）

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
入

会
し
て
、
自
宅
で
も
手
軽

に
で
き
る
運
動
や
健
康
栄

養
な
ど
、
色
々
と
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
方
々
と

話
し
合
え
る
こ
と
が
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。

大
内
保
子
さ
ん
（
貝
山
）

　
友
人
の
誘
い
も
あ
り
入
会

し
ま
し
た
。
引
っ
込
み
思
案

の
私
で
も
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
会
え
る
楽
し
み

も
あ
り
、
今
や
待
ち
遠
し
く

な
り
ま
し
た
。

阿
部
ヤ
イ
子
さ
ん（
四
反
田
）

　
運
動
に
脳
ト
レ
、
そ
し
て

折
紙
や
仲
間
と
の
お
話
し
全

て
が
面
白
い
よ
。
な
に
よ
り

大
笑
い
が
ボ
ケ
防
止
だ
ね
！

　
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
し
て

も
ら
い
元
気
に
休
ま
ず
参
加

し
て
い
ま
す
。

思
い
出
写
真
館
の
よ
う
す

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
中
で
、
心
に
残

る
大
切
な
写
真
を
持
ち
寄
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
用
し
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
と
て
も
素
敵
な
お
話

が
聞
け
ま
し
た
。

　
毎
回
の
介
護
予
防
体
操
に
合
わ
せ
て
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
11
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
卒
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
後
輩
の
団
員
が
見
守
る
中
、
橋
本
厚
枝

団
長
か
ら
９
名
の
卒
団
員
一
人
ひ
と
り
卒
団
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
卒
団
員
が
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
中
学
校
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

▼ 

今
年
の
成
績

▽ 

全
国
大
会
出
場　
　

１
回

▽ 

南
東
北
大
会
優
勝　

１
回

▽ 

福
島
県
大
会
優
勝　

１
回

▽ 

交
流
大
会
優
勝　
　

３
回

▽ 

交
流
大
会
準
優
勝　

３
回

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

　
　  

卒
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

▼ 三春軟式野球スポーツ少年団の皆さん

　

転
入
者
の
拡
大
や
転
出
者
の
抑
制
を
図
り
、
人
口
減
少

対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
築
住
宅
を
取
得
し
た

方
を
対
象
と
し
た
奨
励
金
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
築
住
宅
を
取
得
し
た
方
へ
奨
励
金
を
交
付

◆ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62-

８
１
２
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

◆ 

奨
励
金
の
交
付
対
象
住
宅

◇ 

建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
発
行
年
月
日

　

が
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
の
新
築
さ
れ
た
住
宅

◇ 

町
内
の
建
築
業
者
が
請
負
工
事
に
よ
り
新
築
し
た
住
宅

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◆ 

奨
励
金
の
交
付
対
象
者

◇ 

所
有
者
と
世
帯
員
が
交
付
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
在
地

　

に
住
民
登
録
を
す
る
こ
と

◇ 

所
有
者
と
世
帯
員
が
町
税
ま
た
は
転
入
前
の
市
町
村
税

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と 　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◆ 

奨
励
金
の
額
（
限
度
額
40
万
円
）

◇ 

基
本
額　
20
万
円
（
う
ち
、
３
万
円
分
に
つ
い
て
は
商

　

品
券
等
に
よ
り
交
付
）

◇ 

別
途
、
子
育
て
世
帯
や
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
つ
い
て

　

は
加
算
あ
り

※ 

三
春
町
住
宅
建
築
奨
励
金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
奨
励

　
金
や
三
春
町
空
き
家
等
及
び
空
き
家
除
却
事
業
補
助
金

　
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
空
き
家
の
除
却
に
係
る
補
助
金

　
と
の
重
複
し
た
交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〜
三
春
町
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
の
概
要
〜

◆ 

申
請
の
期
限

◇ 

検
査
済
証
の
発
行
年
月
日
が
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　

10
月
16
日
ま
で
の
場
合
は
、
10
月
17
日
か
ら
起
算
し
て

　

６
か
月
以
内
（
平
成
30
年
４
月
16
日
ま
で
）

◇ 

検
査
済
証
の
発
行
年
月
日
が
平
成
29
年
10
月
17
日
以
降

　

の
場
合
は
、
検
査
済
証
の
発
行
年
月
日
か
ら
起
算
し
て

　

６
か
月
以
内
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研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
今回は国立環境研究所 福島支部 環境影響評価研究室 辻英樹さんです。

　放射性セシウムがもたらす環境問題として、放射線による人への直接被ば
くのほかに、農水産物の汚染が重要な問題です。稲や魚に、まわりの環境か
らどのくらいの放射性セシウムが取り込まれるのかを理解するためには、生
物に「取り込まれやすい」状態の放射性セシウムが環境中にどれくらいある
のかを調査する必要があります。
　そこで我々は、日本原子力研究開発機構（JAEA）と協力しながら、森林・河川・
ダム湖で水や土を採取し、農産物・生物に取り込まれやすい①水に溶けた状態、
および②葉や土に付いていて水に溶け出しやすい状態の放射性セシウムの量
を調べ、環境中で移動した量の計算と、今後移動する量の予測を行っています。

○ 農水産物に取り込まれやすい形態の放射性セシウムの動き（NIES 環境影響評価研究室）

◎ 国立研究開発法人国立環境研究所 福島支部
　 環境影響評価研究室 辻英樹さん
　週末は各方面にドライブして、温泉に入って仕事の英気を養っています。昨年食べた県産
のもも ･ なしの味が忘れられないほど美味しく、次の実りの季節が待ち遠しいです。

ダム湖の底にたまった泥を
引き上げています。力仕事です。

　例えば、空間線量の高いある森林では、下流へ 1 年間に移動する放射性セシウムの量は、森林の中にたまっ
ている量に比べると 1% 未満とわずかですが、そのうち約 30% が水に溶けた状態であることが分かりました。
このような知見をもとに、今後避難区域で農業や水産業が再開できるようになるのか、などについて考えてい
きたいと思います。

コミュタン福島 3 月のイベント情報
○ 福島県環境創造シンポジウム 　3 月 4 日（日）午前 10 時～午後 4 時 15 分
　 一緒に考えよう　ふくしまの未来

 ▶ ファシリテーター　開沼博氏　　▶ パネリスト　玄侑宗久氏、住吉美紀氏、塚田祥文氏、関奈央子氏
 ▶ 時間　午後 2 時 45 分～午後 4 時 15 分　　▶ 場所　ホール
 ※ホールが満席の場合は、別室でライブ中継します。

パネルディスカッション

 マントルと地球の変動／宇宙 138 億年の旅
 ※ 土日祝日、学校長期休暇中のみの上映となります。

環境創造シアター 国立科学博物館番組上映
 「身近な花で押し花！！」
コミュタンクラフト　10 日（土）、11 日（日）

○ その他のイベント情報

 「放射線モデルストラップをつくろう」
 「霧箱をつくろう」

テーブルサイエンス　17 日（土）、18 日（日）

 ▶ 時間　午前 10 時～午後 4 時 15 分　　▶ 場所　会議室ほか
 他にもサイエンストーク（専門分科会）、国際セシウムワークショップを同時開催！

パネル展示

○ 家族ロボット教室　3 月 24 日（土）
 自分でブロックを組み立て、パソコンでプログラムを組んで、技術・工学を楽しく学ぼう！
 ▶ 時間　①午前 9 時 30 分～午後 0 時 30 分　②午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分
 ▶ 場所　2 階学習室Ａ　　▶ 対象　小学 3 年生～ 6 年生とご家族 2 名 1 組
 ▶ 定員　各回 14 組　　※ 事前申込が必要です。（下記ホームページをご覧ください。）

 「光と色の実験ショー」
コミュタンサイエンスショー　24 日（土）、25 日（日）

環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
詳しくは 12 月に配付した「三春町町営バス時刻表（平成 30 年 1 月 4 日改正）」をご覧ください。

「ふくしまの環境回復・環境創造を考えるにあたり、今後どのような取組が必要か」

県内で環境回復・創造に関する研究や活動を行う研究機関、関係団体等の取組を紹介

イベントの詳細および申込方法は、コミュタン福島ホームページをご覧ください。　http://www.com-fukushima.jp/
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平成30年
2月6日

平成30年
1月9日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
沢 石 小 学 校
要田小 学 校
御木沢小学校
岩 江 小 学 校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
三 春 幼 稚 園

No. 測定施設
測定値

0.09
0.08
0.07
0.08
0.07
0.11
0.07
0.08
0.09
0.09
0.09
0.08
0.08
0.10
0.10

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.09
0.09
0.09
0.09
0.11
0.08
0.09
0.11
0.10
0.11
0.10
0.09
0.10
0.10

（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.11）
（0.08）
（0.05）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.07）

平成30年
2月8日

平成30年
1月11日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.16
0.11
0.16
0.12
0.10
0.10
0.13
0.11
0.12
0.11 
0.11
0.14
0.09
0.11 
0.15
0.10
0.14

0.19
0.11
0.16
0.12
0.10
0.10
0.13
0.11
0.11 
0.11 
0.12
0.16
0.10
0.11 
0.14
0.10
0.13

1cm高

0.11
0.12
0.08
0.09
0.16
0.12
0.10
0.14
0.11
0.10

遊具砂場

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
2月2日

0.09
0.11
0.09
0.10
0.17
0.12
0.10
0.11
0.09
0.15

0.11
0.11
-
0.08
0.14
-
0.08
0.11
0.09
-

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値
　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 平成 29 年 4 月から都市公園等の空間線量測定は、偶数月のみとなります。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。
◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。

● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.13
0.11
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.14
0.10
0.11

0.11
0.11
0.10
0.10

0.11
0.12
0.11
0.11

0.12
0.11
0.10
0.12

0.14
0.14
0.11
0.12

0.10
0.09
0.07
0.07

1月10日
1月17日
1月24日
1月31日

測定日／測定点 ①
0.15
0.15
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.14
0.12

0.15
0.14
0.13

0.12
0.12
0.09

0.10
0.10
0.09

0.10
0.10
0.09

0.12
0.12
0.11

1月11日
1月18日
1月25日

測定日／測定点

①
0.09
0.09
0.10
0.07

② ③ ④
0.13
0.13
0.13
0.11

0.09
0.10
0.09
0.07

0.13
0.13
0.13
0.13

1月  9日
1月15日
1月22日
1月29日

測定日／測定点 ①
0.10
0.10
0.12
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.12
0.11
0.09

0.11
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.09

0.07
0.07
0.07
0.08

0.10
0.09
0.10
0.09

0.09
0.10
0.10
0.10

1月  9日
1月15日
1月22日
1月29日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.09
0.10
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.09
0.09

0.10
0.10
0.09

0.17
0.17
0.14

0.14
0.15
0.13

0.10
0.10
0.08

0.11
0.11
0.10

1月12日
1月19日
1月26日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.11
0.12
0.12
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.11
0.12
0.09

0.11
0.10
0.11
0.12

0.11
0.12
0.11
0.09

0.12
0.11
0.12
0.11

0.11
0.12
0.12
0.11

0.10
0.11
0.12
0.11

1月  9日
1月16日
1月23日
1月31日

測定日／測定点

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ    ☎ 62-6310
　　　　　　　　　　　　 FAX  62-6000
○ 主な施設
　除染対策課    ☎ 62-1122
　　　　　    FAX  61-1110
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ   ☎ 62-2113
　　　　　　　　　　FAX 62-3300
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

1 月 9 日～ 2 月 8 日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

 

佐
久
間
ト
ヨ
子
（
実
沢
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

　

 

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
内
正
子
（
八
幡
町
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

大
津
早
苗
（
八
島
台
）

▽ 

河
辺
サ
タ
子
（
弓
町
）

▽ 

菅
野
ヨ
シ
子
（
鷹
巣
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▽ 

鈴
木
ノ
リ
子
（
八
島
台
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

▽ 

星
野
成
夫

★ 「認知症」にかかわる取組みについて

　毎月第 1 木曜日に認知症カフェを開催しています。
　お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　3 月   1 日（木）　午前 10 時～午後０時
　　　　　　 4 月   5 日（木）　午前 10 時～午後 0 時
▶ 場　　所　三春病院 3 階大会議室
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する 20 分程度のミニ講座
▷ 3 月「認知症予防と食事」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には
　専門のスタッフが対応します。

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）

● オレンジカフェ☆さくら（三春町委託事業）
　認知症の方や家族を中心に地域の皆様との交流、健康に関する情報の場として「オレンジカフェ☆さくら」を開
催しています。
▶ 日　　時　毎月第 1 木曜日 午前 10 時～　▶ 場　　所　三春病院
● 認知症サポーター養成講座
　国の取り組む新オレンジプランに基づき「認知症サポーター」の養成に取り組んでいます。講師養成講座を修了
した三春病院職員が講師となり、認知症についてや対応方法をお話しします。
▶ 担　　当　三春病院入退院支援室 大内　☎ 73-8277
● 認知症初期集中支援チーム（三春町委託事業）
　ご本人やご家族、民生委員、ケアマネージャー等から相談を受け、支援の方向性を検討し、認知症が疑われる方
の自立した生活のサポートを行います。下記相談受付へお気軽にご相談ください。
▶ 相談受付　▷ 地域包括支援センター（三春町福祉会館内）　☎ 62-8586
　　　　　　 ▷ 保健センター　☎ 62-3166

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

★ 病院のお仕事を紹介します　⑥リハビリテーション科 ( 作業療法士 )
　三春病院で働く様々な職種についてご紹介します。今回は「作業療法士」。患者さんの生活機能を取り戻すため、
医師の指示のもと訓練を行います。

　料理・洗濯・掃除などの実際の日常生活で行う作業や、趣味活動などを行います。生活上必要不
可欠の動作を可能な限り再獲得し、住み慣れた場所で生きがいをもって生活できるよう支援してい
きます。「駅前サロン」への訪問や健康講座の講師なども行っています。

　眼圧（眼の硬さ）を測定する器械です。細い棒（プローブ）を直接眼に当てて測定します。持
ち運びしやすく、短時間で痛みもなく検査が終わるので、小さなお子さんや寝たきりの方など、
さまざまな患者さんに使用できます。

導入医療機器紹介 ★眼科外来★　「手持ち眼圧計」

　お口の健康について考えてみませんか？事前の申込
みは必要ありません。ぜひご参加ください。
▶ 場　　所　三春交流館「まほら」小ホール
▶ 参 加 費　無料
▶ お問合せ　三春町敬老園　☎ 62-3618
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船
木
稜
真
・
橋
本
夢

瑠
・
遠
藤
朱
李
・
渡

辺
雄
大
・
松
本
久
留

美
の
10
名
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
・
２
年
生

の
投
票
等
に
よ
り
遠

藤
朱
李
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆ 
セ
ン
タ
ー
試
験
激
励
会

　

１
月
11
日
、
本
校
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る
生
徒
の
激
励
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
セ
ン
タ
ー
試
験

を
直
前
に
控
え
、
一
人
一
人
が
緊
張
し
た
面

持
ち
で
廣
瀬
校
長
の
激
励
を
受
け
る
と
と
も

に
、
羽
田
進
路
指
導
主
任
か
ら
細
か
い
注
意

事
項
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
全
力
で
試
験
に

臨
み
、
自
分
の
希
望
す
る
進
路
を
叶
え
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

食
の
健
康
教
育
講
演
会

　

１
月
18
日
、本
校
第
一
体
育
館
に
お
い
て
、

１
・
２
年
生
対
象
に
日
本
食
育
協
会
評
議
員

の
蛭
田
さ
ゆ
り
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
食

で
免
疫
力
ア
ッ
プ
」
の
演
題
で
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

免
疫
力
を
つ
け
る
た
め
に
大
豆
な
ど
の
主

な
栄
養
素
で
あ
る
「
タ
ン
パ
ク
質
」
の
重
要

性
を
強
調
さ
れ
、
食
品
添
加
物
が
多
い
加
工

食
品
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
類
の
摂
取
に
も
注
意

す
る
よ
う
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

救
急
救
命
講
習

　

１
月
30
日
、
体
育
科
１
年
生
が
郡
山
消
防

署
三
春
分
署
の
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
の
資
格
取
得

の
た
め
、
３
時
間
の
講
習
会
を
受
講
し
ま
し

た
。

　

直
接
圧
迫
法
・
関
節
圧
迫
法
な
ど
の
止
血

法
、
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
場
合
の
異
物
除
去

法
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど

を
勉
強
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
救
命

処
置
を
で
き
る
こ
と
が
、
生
存
率
や
社
会
復

帰
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
徒
全
員
が
本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
受
講
者
全
員
合
格
！

修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

ダ
ン
ス
発
表
会

　

１
月
23
日
、本
校
第
一
体
育
館
に
お
い
て
、

１
年
生
女
子
、
体
育
科
１
・
２
年
生
女
子
に

よ
る
「
平
成
29
年
度
創
作
ダ
ン
ス
学
習
発
表

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
Ｔ
ｒ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｔ
ｏ 

ｄ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ 

２
０
１
７
」
の
テ
ー
マ
で
ク
ラ
ス

ご
と
に
一
つ
の
作
品
を
半
年
間
か
け
て
作
成

し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ

て
普
段
以
上
に
思
い
き
り
よ
く
楽
し
そ
う
に

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
「
協
力
し
合
っ
て
楽
し
く

ダ
ン
ス
が
で
き
ま
し
た
」「
笑
顔
で
踊
れ
ま

し
た
」「
キ
レ
キ
レ
の
ダ
ン
ス
が
で
き
ま
し

た
」
な
ど
、
発
表
し

終
え
た
生
徒
た
ち
の

さ
わ
や
か
な
笑
顔
が

印
象
的
で
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
「
１

年
６
組
」。
１
年
生
な

ら
で
は
の
元
気
い
っ

ぱ
い
ノ
リ
ノ
リ
で
、

校長先生激励

進路指導部長の諸注意

　

生
徒
た
ち
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
に
よ

り
集
中
力
や
体
力
が
向
上
す
る
な
ど
食
の
重

要
性
を
認
識
し
た
様
子
で
し
た
。

◆ 

体
育
科
卒
業
研
究
発
表
会

　

１
月
17
日
、本
校
第
一
体
育
館
に
お
い
て
、

体
育
科
３
年
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
39
名
一
人
一
人
が
１
年
間
か
け
て

作
り
上
げ
た
研
究
内
容
を
記
録
集
・
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
丁
寧
に

分
か
り
や
す
く
後
輩
た
ち
を
前
に
し
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
体
育
科
教
員
に
よ
り
佐
藤
克

紀
・
北
郷
美
奈
・
瀧
澤
秀
斗
・
小
野
和
磨
・

は
つ
ら
つ
と
し
た
作
品
で
し
た
。
各
ク
ラ
ス

個
性
豊
か
な
作
品
で
、
観
客
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正　

広
報
み
は
る
２
月
号
掲
載
の
「
田
高
ト
ピ
ッ
ク
」
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

● ﹁
柔
道
部
が
元
旦
稽
古
実
施
﹂ 

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
（
15
ペ
ー
ジ
・
４
段
目
・
12
行
目
）
▼ 

誤　
３
月
19
日
・
20
日　
　

▼ 

正　
３
月
20
日
・
21
日
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お
は
な
し
＆
か
る
た
大
会
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

１
月
14
日
、
三
春
町
民
図
書
館
に
お
い
て

「
お
は
な
し
＆
か
る
た
大
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
図
書
館
と
田
村
高
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
と
が

連
携
し
て
実
施
し
た
、
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

当
日
は
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
た
ち
が
「
冬
」
を
テ
ー

マ
に
、
お
は
な
し
会
用
の
大
き
な
絵
本
や
、「
お

お
き
な
か
ぶ
」
の
人
形
劇
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
お
は
な
し
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
時
々
歓

声
が
あ
が
る
な
ど
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
は
、

お
話
の
世
界
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
三
春
い
ろ
は
か
る
た
」
を
使

用
し
た
か
る
た
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

か
る
た
は
、
30
年
ほ
ど
前
に
田
村
高
校
の
美

術
部
の
生
徒
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

三
春
の
名
所
や
歴
史
を
盛
り
込
ん
だ
、
趣
あ

る
か
る
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
か
る
た
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

かるた大会のようす

おはなし会のようす 1

おはなし会のようす 2

町
の
財
産
・
文
化
財
を
守
ろ
う
！

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
が
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
そ
の
日
を
文
化
財
防

火
デ
ー
と
定
め
、
各
地
で
文
化
財
防
火
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
春
町
で
は
、

こ
の
前
後
の
日
曜
日
に
文
化
財
の
所
有
者
と
消
防
機
関
等
が
一
体
と
な
り
、
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
る
防
火
査
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
月
28
日
に
厳
寒
の
中
、
沼
沢
の
光
明
寺
子
安
薬
師
堂
と
斎
藤
の
見
渡
神

社
で
、
消
防
団
、
消
防
署
、
文
化
財
保
護
審
議
会
や
寺
社
の
関
係
者
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
光
明
寺
は
「
子
安
薬
師
厨
子
」、
見
渡
神
社
は
「
斎
藤
の
太
々
神
楽
」

が
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
、
現
状

の
点
検
や
火
災
時
の
消
火
手
順
等
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

査
察
終
了
後
、
今
年
度
２
回
目
の
文

化
財
保
護
審
議
会
（
佐
久
間
信
次
会
長
）

が
開
催
さ
れ
、
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

の
事
業
報
告
と
来
年
度
の
事
業
計
画
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
町
の

代
表
的
な
史
跡
で
あ
る「
三
春
城
跡
」（
城

山
）
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
文
化
財
と
し
て
の
史
跡
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
整
備
の
た

め
の
構
想
・
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ

と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

文化財防火査察のようす
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国
立
環
境
研
究
所
福
島
支
部

　
　

三
春
町
出
前
講
座
開
催

　

１
月
14
日
、
国
立
環
境
研
究
所
福
島
支
部

主
催
の
三
春
町
出
前
講
座
が
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
で
開
催
さ
れ
、
約
40
名
の
方
が
聴
講

し
ま
し
た
。

　
「
現
在
と
将
来
の
地
域
環
境
を
考
え
る
」
と

の
テ
ー
マ
で
、
国
立
環
境
研
究
所
福
島
支
部

か
ら
は
放
射
性
物
質
に
関
す
る
災
害
環
境
研

究
や
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
る

地
域
社
会
お
よ
び
地
域
環
境
の
将
来
に
つ
い

て
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
食
品
等
放
射
能
検
査
所
「
三

春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
安
齊
和
夫
氏

か
ら
町
内
の
自
家
消
費
野
菜
等
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
推
移
や
傾
向
に
つ
い
て
発
表
が
さ

れ
、
野
生
の
山
菜
や
き
の
こ
は
放
射
性
物
質

濃
度
が
ま
だ
高
い
も
の
が
あ
り
注
意
が
必
要

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

パネル展示のようす 安齊和夫氏による発表のようす

三
春
中
学
校
３
年 

吉
田
哲
也
さ
ん

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
受
賞

　

第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
福
島
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
の
部
に

お
い
て
、
三
春
中
学
校
３
年
の
吉
田
哲
也
さ
ん
が
、
福
島
県
推
進
委
員
会
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し

て
、
県
内
の
小
・
中
学
生
に
、
日
常

の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
な
か

で
経
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
を
作
文
に
書
く
こ
と
に
よ
り
、
更

生
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
中
学
生
の
部
に
お
い
て

は
、
県
内
51
校
か
ら
５
５
２
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
吉
田
哲
也
さ
ん
の
作

品
を
含
め
、
５
作
品
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優秀賞を受賞された吉田哲也さん（右から 2 番目）



主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 3 月 5 日・7 日・12 日・19 日・21 日・26 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 3 月 5 日、12 日、19 日、22 日、26 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 3 月 5 日、12 日、19 日、22 日、26 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 3 月 5 日、12 日、19 日、22 日、26 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 3 月 5 日、12 日、19 日、26 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 3 月 29 日、30 日、4 月 2 日
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　3 月 7・14・28 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　3 月 4・11・18・25 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　3 月 17 日（土）・18 日（日）
　 午前９時〜午後４時

三春交流館運営協会自主事業

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

愛姫ソフトボールスポーツ少年団紹介

◆ 平成 30 年度自主事業（予定）

開催日 催事名 内容

平成30年
9月9日（日）

平成30年
10月14日（日）

平成31年
1月14日（月・祝）

音楽のおくりもの
ファミリーコンサート

小山実稚恵ピアノリサイタル

「まほら」フェスティバルオーケストラ
ニューイヤーコンサート2019

０歳児から入れるクラシックコンサー
トです。赤ちゃんからご家族みんなで
楽しめる内容となっております。

チャイコフスキー、ショパンの二大国
際コンクールに入賞した唯一の日本
人演奏家である小山実稚恵によるピ
アノリサイタルです。

東京フィルコンサートマスターを務め
る三浦章宏を中心としたフェスティバ
ルオーケストラを予定しています。

　愛姫ソフトボールスポーツ少年団は、創設されてから 10 年になります。
今年は、愛姫生誕 450 年の記念すべき年でもありますね。
　我が団は三春町、小野町、田村市内の小学 1 年生から 6 年生までを対象と
して、月 1 回程度の練習を三春町内小学校や町営運動場を交互に使用して行っ
ています。
　年間 4 ～ 6 大会に参加し県大会優勝を目指してい
ます。
　女子団員同士わきあいあいと楽しく活動していま
す。随時、団員を募集していますのでぜひ体験してみ
てください。
　お問い合わせは、岩江・三春・中妻・中郷、各スポー
ツ少年団代表、監督へご連絡をお願いいたします。
　「みんな待ってるよ！！」

　知られざる二宮金次郎の人物像と生き方を、音楽と笑いたっぷりに描きま
す。和太鼓・生演奏・伝統芸能を駆使してあの銅像の二宮金次郎が歌い踊り
ます。
◆ 開 催 日　6 月 30 日（土）午後 2 時開演（午後 1 時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定 一般 2,000 円／高校生以下 1,000 円（当日 500 円増）
※宝くじの助成により、特別料金となっております。
◆ チケット発売開始日
◇ 窓口受付　3 月 27 日（火）10 時　◇ 電話受付　3 月 28 日（水）10 時

『宝くじ文化公演』
ミュージカルＫＩＮＪＩＲＯ！
～本当は面白い二宮金次郎～

問い合わせ先　三春交流館「まほら」
　　　　　　　☎ 62-3837　FAX 62-4727

18



19

M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 3 月～ 4月 8日のイベント情報 ◆◆◆

25日（日）

9日（金）
～10日（土）

30日（金）
～31日（土）

　

愛(めご)姫(ひめ)生誕450年記念事業「全国あげものサミット2018」

17日（土）
～18日（日）

パッチワークあじさいの会作品展

三春アンサンブル支援会第42回コンサート「三春弦楽合奏団」デビューコンサート

3月
11日（日）

14時30分
～16時30分
まほらホール
自由席／1,500円
小学生以下無料

3月

3月

3月3月

3月

絵本「ともだちや！」が、舞台になりました。
一人じゃ無理だと思えることもともだちと
なら乗り越えられるかもしれません。いろ
んな動物が出てきます。【三春おやこ劇場
☎62-4693（火･木10時～13時）】

三春グルメンチをはじめ、全国から美
味しい揚げ物が三春町に大集合！ぜひ
お越しください。

【あげものサミット実行委員会
（三春町商工会）☎62-3523】

4日（日）
三春アンサンブル支援会の当初からの目標であ
る「我が町のオーケストラ結成」に向けての第1
段「三春弦楽合奏団」デビューコンサート。精鋭
12人の演奏をお楽しみください。【三春アンサ
ンブル支援会(井上) ☎080-6016-0218】

三春町シルバーフェア2018
シルバー人材センターの活動を町民の
皆さんに見て・聞いて・知っていただく
ための催しです。皆さんお誘いあわせの
上ご来場ください。【（公社）三春町シル
バー人材センター ☎62-7308】　

17日10時～17時
18日10時～16時
まほらホール
ホワイエ
交流広場

9日9時15分～16時
10日9時～15時
ホワイエ

14時～15時5分
まほらホール
自由席
4歳以上1,200円
親子ペア2,000円

三春おやこ劇場第50回例会「ともだちや」～あいつもともだち～

平成29年度三春町スポーツ少年団卒団式講演会
13時～16時
まほらホール
自由席
無料

30日11時～16時
31日9時～15時
ホワイエ
無料

会員が一針一針さした作品を展示しま
す。ぜひお出かけください。
【パッチワークあじさいの会(影山)

☎62-7307】

8日（日）

第14回みはる春のおどり
4月 10時～15時30分

まほらホール
自由席
無料

桜の花に先駆けて、今年も魅せます、踊ります。踊りの花
を咲かせます。19団体130名により、三春町の舞踊の
名手たちが、ステージいっぱいに日頃のたゆまぬお稽
古の成果を発表します。どうぞ皆さまお越しくださいま
せ。【三春町舞踊団体連絡協議会(村田) ☎62-2241】

小学6年生を対象とした卒団式を開催します。
今年は、58名の団員が卒団します。卒団式終
了後は、講演会も行いますので、保護者および
関係者の皆さんは、ぜひご参加ください。【三
春町スポーツ少年団事務局 ☎62-3837】

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　 掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

趣
味
・
教
養

〜 あなたの企業の PR、
三春町のホームページでもしませんか？ 〜
三春町では、町のホームページに載せる企業の広告を募集しています。
三春町のホームページで皆さんの企業を PR してみませんか？

Q 広告は町のホームページ上でどのように表示されるの？
A トップページにある、三春町役場の住所と電話番号の上部に
　 表示されます。

Q 町のホームページに広告を載せるとどんな効果があるの？
A 広告はトップページに表示されるため、企業名がユーザーの
　 目に留まる機会を創出できます。また、広告にリンク付けを
　 行うことができるため、クリック 1 回で企業のホームページ
　 に誘導することができます。

Q そもそも町のホームページへのアクセス数はどのくらいあるの？
A 平成 29 年 1 月から 12 月までの期間に 637,314 回のアクセスがありまし
　 た。特に滝桜が開花する4月は318,569回ものアクセスがありました。

Q 載せる費用はどのくらいかかるの？
A 1 か月につき 1 万円かかります。ただし、12 か月連続で載せる場合は
　 10 万円です。もちろん、「桜の時期だけ載せたい（4 月のみ）」、「冬の間だ
　 け載せたい（12 月から 2 月まで）」等の載せ方も OK です。

詳しくは
総務課企画情報グループ

（☎ 62-8125）までお問い
合わせください。
皆 さ ま か ら の ご 連
絡、お待ちしており
ます。

http://www.town.miharu.fukushima.jp/

▼ 広告掲載イメージ

▼ ホームページ URL
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈保健福祉課　☎ 62-3166　FAX 62-0202〉

図書館・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事
　図書館・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事をお知らせします。
　詳しい内容はお問い合わせください。

保護者の方が、新しい友人とお話するなどして楽しい一時を
過ごしてみませんか。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

就学前の3月生まれの
お子さんと保護者

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
3月生まれのお友達集まってね。

お誕生会
3月生まれ（要予約）

3月15日（木）
11時30分～
申込期限3月8日（木）

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日
離乳食についての相談

3月16日（金）
10時～12時

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

3月9日（金）
11時～

3月7日（水）
11時30分～

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

地域
子育て支援
センター

図書館のスタッフが来て楽しいお話をします。出前おはなし会 3月20日（火）
10時30分～11時 特になし

1年間無事終了したことを参加した親子さん全員でお祝い
します。終了の会（要予約）

3月28日（水）
11時～
申込期限3月20日（火）

特になし

平成29年11月11日
～12月10日生まれ

3歳児 平成26年11月25日
～12月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

保健センター開放日

平成29年5月1日
～5月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

食改のおやつやさん 11時～

平成28年8月1日
～8月31日生まれ

3月7日（水）
①9時30分～11時30分
②13時～14時30分
③15時～17時

献血 ①日本化学工業（株）福島第二工場
②三春工業（株）
③（株）互省製作所三春工場

幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

3月13日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

3月15日（木）
13時～13時15分受付
3月14日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

3月13日（火）
9時～12時

特になし

9～10か月児 3月28日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～午後０時／午後 1 時～ 3 時

3月11日（日）
10時30分～11時日曜おはなし会

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
絵本とわらべ唄 3月28日（水）

10時30分～11時

３歳ぐらいから
小学生低学年

乳幼児と保護者、妊婦

︿
学
生
納
付
特
例
の
申
請
に

つ
い
て
﹀

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
30
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方

へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等

が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

納
付
書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、3 月 8 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

『戦国姫―風の巻―』
藤咲あゆな／作　マルイノ／絵

集英社

『漱石を知っていますか』
阿刀田高／著

新潮社
　戦国時代の女性のそれぞれの生涯
を、ストーリー仕立てで紹介した一
冊です。かわいい挿絵入りで、普段
あまり本を読まない子どもでも手に
取りやすいのではないでしょうか。
茶々姫、井伊直虎といった有名な人
はもちろん、伊達政宗の正室となっ
た三春出身の「愛姫」も登場します。
戦国時代を生き抜いた「お姫様」の
生きざまを楽しんでください。

　小説家の阿刀田高が、夏目漱石の
作品を解説した一冊です。出世作の

『吾輩は猫である』から遺作の『明
暗』まで、漱石の一生をたどりなが
ら作品を読み解いていきます。阿刀
田さんの語り口はフランクで分かり
やすく、エッセイを読むような感覚
で漱石の世界に触れることができま
す。教科書以来読んでないという方
にも、漱石ファンにもおすすめです。

俺
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
︵
大
沢
在
昌
︶
／
Ｒ
Ｄ
Ｇ
︵
荻
原
規
子
︶
／
葵
の
残
葉
︵
奥
山

景
布
子
︶／
卑
劣
犯 

走
行
調
査
官︵
笹
本
稜
平
︶／
遺
訓︵
佐
藤
賢
一
︶／
い
の
ち︵
瀬

戸
内
寂
聴
︶
／
月
食
館
の
朝
と
夜 

奇
蹟
審
問
官
ア
ー
サ
ー
︵
柄
刀
一
︶
架
空
の
犬

と
嘘
を
つ
く
猫
︵
寺
地
は
る
な
︶
／
絶
望
の
歌
を
唄
え
︵
堂
場
瞬
一
︶
／
探
偵
少
女

ア
リ
サ
の
事
件
簿 

今
回
は
泣
か
ず
に
や
っ
て
ま
す
︵
東
川
篤
哉
︶
／
魔
邸
︵
三
津

田
信
三
︶
／
バ
ー
ス
デ
イ・ガ
ー
ル
︵
村
上
春
樹
︶
／
森
家
の
討
ち
入
り
︵
諸
田
玲
子
︶

／
仮
面
の
君
に
告
ぐ
︵
横
関
大
︶
／
意
識
の
リ
ボ
ン
︵
綿
矢
り
さ
︶
／
漱
石
を
知
っ

て
い
ま
す
か
︵
阿
刀
田
高
︶
／
身
辺
整
理
、
わ
た
し
の
や
り
方
︵
曽
野
綾
子
︶
／
地

下
鉄
道
︵
コ
ル
ソ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
︶
／
充
た
さ
れ
ざ
る
者
︵
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
︶
／
ミ
レ
ニ
ア
ム
５ 

復
讐
の
炎
を
吐
く
女
︵
ダ
ヴ
ィ
ド・ラ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ン
ツ
︶

︻
児
童
書 

︼

︻
一
般
書 

︼
『漱石を知っていますか』

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書
︼︼

︿
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お

知
ら
せ
﹀

　

年
金
の
資
格
期
間
が
10
年
未
満

の
方
へ
「
年
金
加
入
期
間
の
確
認

の
お
知
ら
せ
（
案
内
）」
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た

ら
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
へ
相
談
の
際

は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０-

05-

１
１
６
５
）」
へ
、

予
約
の
上
、
来
訪
願
い
ま
す
。

★ 

平
成
29
年
８
月
か
ら
﹆
年
金
を

　
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格

　
期
間
が
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

◎ ﹁
資
格
期
間
﹂
と
は
？

▽ 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

　

期
間
や
免
除
さ
れ
た
期
間

▽ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
間
（
船
員

　

保
険
を
含
む
厚
生
年
金
保
険
や

　

共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
）

▽ 

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
く

　

て
も
資
格
期
間
に
加
え
る
こ
と

　

が
で
き
る
期
間
（「
カ
ラ
期
間
」

　

と
呼
ば
れ
る
合
算
対
象
期
間
）

　

こ
れ
ら
の
期
間
を
合
計
し
た
も

の
が
「
資
格
期
間
」
で
す
。

　

資
格
期
間
が
10
年
（
１
２
０
月
）

以
上
あ
る
と
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎ 

注　
年
金
の
額
は
納
付
し
た
期

　

間
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

40
年
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

　

方
は
、
満
額
を
受
け
と
れ
ま
す
。

　
（
10
年
間
の
納
付
で
は
、
受
け

　

取
る
年
金
額
は
概
ね
そ
の
４
分

　

の
１
に
な
り
ま
す
）

『戦国姫―風の巻―』

︻
児
童
書

︻
児
童
書

︻
児
童
書
︼︼

▼ 

問

　

 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

︿
平
成
30
年
４
月
か
ら
無
期

労
働
契
約
へ
の
転
換
申
込
み

が
本
格
化
し
ま
す
！
﹀

◎ 
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
と
は

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
時
は
、

労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期

労
働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー

ル
で
す
。

　

通
算
５
年
の
カ
ウ
ン
ト
は
平
成

25
年
４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
た

有
期
労
働
契
約
か
ら
開
始
し
ま

す
。

◎ 

対
象
と
な
る
方
は

　

雇
用
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
契
約
期
間
に
定
め
が

あ
る
有
期
労
働
契
約
が
５
年
を
超

え
る
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
、
契

約
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
名
称
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼ 

問
▽ 

無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

 http://m
uki.m

hlw
.go.jp/

▽ 

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

 

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
９

︿
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新

規
入
会
者
説
明
会
の
ご
案
内
﹀

　

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

日
時　
３
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※ 

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
い
た

　

し
ま
す
。

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 

入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　

 

仕
事
（
例
）

　

屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
植
木

の
剪
定
、
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張

替
え
、
各
自
動
車
の
運
転
、
手
工

芸
品
（
竹
細
工
、
刻
書
、
木
工
品
、

手
芸
品
）
の
製
作
と
販
売
等

▼ 

問

　
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
字
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-
７
３
０
８

年　

金

仕　

事

読
み
物
・
文
芸
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封筒などは貴重な雑がみ（資源ごみ）です。
紙袋に入れて、ひもで縛って出しましょう！！

カレンダー
封筒・はがき

▼ 

問

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
４
７

　

ま
だ
、
新
聞
や
雑
誌
が
混
ざ
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
新
聞
や
雑
誌

類
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
雑
が
み
回
収
袋
」
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

︿
封
筒
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
雑

が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で
す
〜

雑
が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で
出

し
ま
し
ょ
う
〜
﹀

　

町
で
は
燃
え
る
ご
み
に
含
ま
れ

る
「
雑
が
み
」
の
分
別
を
徹
底
し

た
い
と
考
え
、
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

︿
農
薬
は
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
﹀

　

三
春
町
内
に
お
い
て
、農
薬
（
殺

虫
剤
）
の
混
じ
っ
た
残
渣
を
猟
犬

が
誤
っ
て
食
べ
て
、
死
亡
す
る
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

農
薬
を
本
来
の
目
的
や
使
用
方

法
以
外
に
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
に
よ
る
危
害
の
防
止
お
よ

び
農
作
物
の
安
全
確
保
の
た
め
、

使
用
基
準
、
使
用
方
法
並
び
に
使

用
上
の
注
意
事
項
を
守
り
適
正
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
産
業
課 
農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

︿
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
﹀

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま
就
職

応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に
よ
る
就

職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
３
月
20
日
（
火
）

　

 　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

 

楽
屋
Ａ

▼ 

対
象
者

▽ 

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学

　

生
等
も
含
む
）

▽ 

震
災
等
の
影
響
に
よ
り
町
内
に

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

内
容

　

就
職
相
談
、
職
業
紹
介
、
応
募

書
類
作
成
補
助 

な
ど

▼ 

そ
の
他

　

相
談
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

で
す
が
、
予
約
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

※ 

予
約
来
場
者
優
先
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問
▽ 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　 

郡
山
窓
口

　

 

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

▽ 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
９
６
０

︿﹁
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
﹂
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
﹀

　

三
春
ダ
ム
の
貯
水
池
、
さ
く
ら

湖
の
周
囲
や
大
滝
根
川
流
域
に

は
、
滝
桜
を
は
じ
め
桜
の
名
所
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
湖
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
方
々
に
快
適
に
桜
を
観
賞
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
く
ら
湖
流

域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ

る
「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
終
了
後
、
三
春
ダ
ム

資
料
館
や
ダ
ム
の
見
学
も
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　

 

４
月
14
日
（
土
）

　

 

午
前
９
時
～
11
時

※ 

終
了
後
、
三
春
ダ
ム
資
料
館
・

　

ダ
ム
見
学
（
自
由
参
加
）

▼ 

集
合
場

　

 

三
春
ダ
ム
管
理
所
駐
車
場

　

 （
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

▼ 

申
込
方
法

　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
か
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

ら
」、
町
民
図
書
館
、
住
民
課
窓

口
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

※ 

大
滝
根
川
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼ 
主
催

　

さ
く
ら
湖
流
域

　
　
　
　
　

協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼ 

後
援

　

三
春
町
／
田
村
市
／
国
土
交
通

省 

東
北
地
方
整
備
局 

三
春
ダ
ム

管
理
所

▼ 

協
力

　

三
春
ダ
ム
維
持
管
理
協
議
会
／

大
滝
根
川
流
域
生
活
排
水
対
策
推

進
協
議
会
（
郡
山
市
・
田
村
市
・

三
春
町
）

▼ 

協
賛

　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
・

ス
カ
イ
パ
レ
ス
と
き
わ

▼ 

申
込
・
問

　

 

さ
く
ら
湖
流
域

　

 

協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

 （
三
春
ダ
ム
管
理
所
内
）

　

 　
　

☎
62-

３
１
４
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
１
７
０

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞産業課：62-3300　住民課：62-5155
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︿
三
春
郷
土
人
形
館
の
ひ
な

祭
り
２
０
１
８ 

始
ま
り
ま

し
た
﹀

　

郷
土
人
形
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館

の
ひ
な
祭
り
は
、
今
年
は
資
料
館
友

の
会
・
吊
る
し
飾
り
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
作
品
も
加
わ
っ
て
、
賑
や
か

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
人
形
だ
け
で
な
く
、
華
や
か

で
楽
し
い
吊
る
し
飾
り
も
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
～
３
月
31
日
ま
で
）

▼ 

開
館
時
間

　

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

 （
入
館
は
４
時
ま
で
）

▼ 

開
催
場
所

▽ 

三
春
郷
土
人
形
館

 　

１
号
館
・
２
号
館
の
１
階

▽ 

歴
史
民
俗
資
料
館

　

 

常
設
展
示
室

▼ 

入
館
料
等

　

郷
土
人
形
館
は
無
料
で
す
。
資

料
館
は
通
常
ど
お
り
、
大
人
１
名

３
０
０
円
で
す
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
は
ど
ち
ら

も
無
料
で
す
。

▼ 
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 
☎
62-

５
２
６
３

◎ 
行
政
相
談
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

岩
江
小
学
校
６
年
生
を
対
象

に
、
三
春
町
行
政
相
談
委
員
の
安

齊
和
夫
委
員
と
福
島
行
政
監
視
相

談
セ
ン
タ
ー
の
渡
部
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、「
行
政
っ
て
何
だ
ろ
う
？

行
政
相
談
員
の
仕
事
と
は
？
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
日
常
生
活
と
行

政
の
関
わ
り
や
行
政
相
談
員
の
仕

事
に
つ
い
て
の
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、
行
政
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
行
政
相
談
の
具
体
例
の
紹

介
な
ど
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、

児
童
の
皆
さ
ん
も
興
味
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

◎ 

三
春
町
で
の
行
政
相
談

▼ 

行
政
相
談
委
員　
長
谷
川
ミ
サ
子
委
員
（
八
島
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

安
齊
和
夫
委
員
（
上
舞
木
）

▼ 

定
例
行
政
相
談
日　
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
０
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
春
町
役
場
４
階
（
※
場
所
や
日
時
は
毎
月
の
広
報
み
は
る
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

☆ 

今
月
は
13
日
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
０
時
ま
で
﹆
三
春
交
流
館
﹁
ま
ほ
ら
﹂
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

　
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆ 

行
政
相
談
で
は
﹆﹁
道
路
の
標
識
看
板
が
わ
か
り
に
く
い
﹂﹁
通
学
路
の
側
溝
に
蓋
が
な
く
て
危
険
﹂
な
ど
﹆

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
﹆
行
政
に

　
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆ 

三
春
町
役
場
で
定
例
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
﹆総
務
省
福
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
︵
☎

　

０
５
７
０-

０
９
０-

１
０
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
３
４-

１
１
０
２
︶で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
に
関
す
る
お
知
ら
せ

三春町行政相談委員の安齊和夫委員（写真上）と福島行政監
視相談センターの渡部さん（写真下）による授業のようす

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

８
１
２
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

暮
ら
し

農　

業

広　
告　
欄

仕　

事

広告欄
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告　
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞子育て支援課：62-3232

春の火災予防運動
《3月1日〜7日》

空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。火の取扱いには十分注意しましょう。

平成 29 年度私たちの防火標語 火災予防部門 最優秀賞
「はなれない　その場　その火が　消えるまで」

◆ 問　郡山地方広域消防組合　消防本部　予防課　☎ 024-923-8172

◇ 寝たばこはしない。
◇ コンロの使用中はその場を離れない。

◇ ストーブのまわりに燃えやすいものを置かない。

︿
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
﹀

　

家
具
の
転
倒
や
落
下
な
ど
は
け

が
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

避
難
の
妨
げ
や
火
災
の
原
因
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の
対

策
で
危
険
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

け
が
や
避
難
の
妨
げ
の
原
因
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
配
置
を
工
夫

　

す
る
。

▽ 

大
き
な
家
具
は
、
伸
縮
ポ
ー
ル

　

や
接
着
マ
ッ
ト
な
ど
で
固
定
す

　

る
。

▽ 
ガ
ラ
ス
戸
に
は
飛
散
防
止
用
の

　

フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。

▽ 

タ
ン
ス
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に

　

重
い
も
の
を
置
か
な
い
。

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

消
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

︿
山
火
事
の
防
止
﹀

　

森
林
を
大
切
に
し
、
火
の
用
心

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽ 

風
が
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

　

な
い
。

▽ 

ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が

　

あ
る
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

▽ 

た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
、

　

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▽ 

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

▼ 
問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 
予
防
課

　

 

☎
０
２
４-
９
２
３-

８
１
７
２

︿﹁
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
﹂
開

催
の
お
知
ら
せ
﹀

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
し
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時　
３
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

        

11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

                

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の
発

　

 

育
確
認

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン
ポ

　

 

イ
ン
ト
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
３
月
27
日

　
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

 

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問

　

 
子
育
て
支
援
課

　

 
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-
０
０
５
５

広告欄
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︿
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
﹀

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
３
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▼ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
基

本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ

ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料

金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ

く
料
金
で
す
。
納
期
限
は
、
現
金

払
い
は
奇
数
月
の
月
末
、
口
座
振

替
の
場
合
は
、
奇
数
月
の
25
日
で

す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

み
を
す
る
と
、
あ
な
た
の
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
を
支

払
う
制
度
で
す
。
各
取
扱
金
融
機

関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通

帳
を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
町
外
の
金
融
機
関
へ
申
し

込
み
す
る
場
合
は
、
申
請
書
を
郵

︿
議
会
３
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
﹀

▼ 

開
会
時
期
（
予
定
）

　

 

３
月
１
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）

▽ 

定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
２

　

月
28
日
（
水
）
に
新
聞
折
込
み

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

一
般
質
問
は
２
日
（
金
）
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
４
階
議
場
に

　

入
り
き
れ
な
い
場
合
は
、
３
階

　

会
議
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。

▽ 

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
議
会
事
務
局

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
４

送
し
ま
す
の
で
企
業
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

︻
取
扱
金
融
機
関
︼

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼ 

問　
企
業
局

　
　
　

 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

︿
ス
プ
レ
ー
缶
は
﹁
有
害
ご

み
﹂
で
す
﹀

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。（
ガ
ス
を

使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ

有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう！！

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

︿
古
紙
類
は
し
ば
っ
て
出
し

ま
し
ょ
う
﹀

　

新
聞
は
袋
に
入
れ
た
場
合
で

も
、
必
ず
ひ
も
で
し
ば
っ
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

回
収
時
に
袋
が
破
け
て
飛
散
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

雑
誌
類
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
も
、
必

ず
ひ
も
で
し
ば
っ
て
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

新聞紙・チラシ 本・雑誌

広　
告　
欄

暮
ら
し
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広　
告　
欄

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞議会事務局：61-2310　総務課（代表）：61-1110

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集していま
す。掲載要件などがありますので、お問い合わせくだ
さい。町ホームページにも詳細を掲載しています。
▶ 広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠　　　　２万円 ※連続 12 回　20 万円
▷ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12 回　10 万円
▶ 申込・問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★

︿
平
成
30
年
度
自
衛
官
等
募

集
案
内
﹀

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

 　
自
衛
隊 

福
島
地
方
協
力
本
部

　

 

郡
山
地
域
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

年間を通じて
受付しています。

お問い合わせください。

募集種目 受付期間（締切日必着） 試験期日応募資格

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の方

幹部候補生

女子

男子

予備自衛官補

一般

歯科
薬剤科

一般

技能

　3月1日（木）
～5月1日（火）

【1次】5月12日（土）～13日（日）
【2次】6月12日（火）～15日（金）
海･空飛行要員のみ
3次 （海）：7月9日（月）～13日（金）
　    （空）：7月14日（土）～8月2日（木）

【1次】5月12日（土）
【2次】6月12日（火）～15日（金）

4月14日（土）～18日（水）
※ いずれか1日を指定されます。

大卒程度試験

大卒院卒試験

22歳以上26歳未満の方
『20歳以上22歳未満の方は大卒（見込含）、
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満』

修士課程修了者等（見込含）で20歳以上
28歳未満の方

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）※その他条件あり

18歳以上で国家免許資格等を有する方
（資格により53歳未満または55歳未満の方）

18歳以上34歳未満の方

　1月9日（火）
～4月6日（金）

︿
﹁
議
会
報
み
は
る
﹂
の
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
﹀

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
三
春
町
議

会
が
発
行
す
る
「
議
会
報
み
は

る
」
の
企
画
、
編
集
な
ど
に
対
し

て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
意
見
、
感

想
な
ど
を
い
た
だ
き
、
よ
り
見
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
議
会
報
を

発
行
す
る
た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼ 

モ
ニ
タ
ー
の
業
務

　

年
４
回
（
５
月
、
８
月
、
11
月
、

２
月
）
発
行
す
る
議
会
報
に
対
し

て
、
意
見
、
感
想
な
ど
を
指
定
の

様
式
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

募
集
人
数　
７
人
以
内

※ 

人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
調
整

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

資
格

▽ 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が

　

18
歳
以
上
の
方
（
平
成
30
年
４

　

月
１
日
現
在
）

▽ 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
常

　

勤
の
公
務
員
で
な
い
方

▼ 

任
期　
２
年

▼ 

申
込
方
法
・
期
限

　

モ
ニ
タ
ー
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
３
月
20
日
（
火
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

モ
ニ
タ
ー
申
込
書
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
連

　

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
し
ま

　

す
。

▼ 

謝
礼　
薄
謝
あ
り

▼ 

申
込
・
問

　

 

議
会
事
務
局

　

 

☎
62-

８
１
２
４

︿
検
察
審
査
会
と
は
？
﹀

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が

被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」

と
い
い
ま
す
。）
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
主
な

仕
事
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
検

察
官
の
職
務
に
一
般
国
民
の
良
識

と
視
点
を
反
映
さ
せ
、
そ
の
適
正

な
運
営
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
申
立
て
に
は
、
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
申
立
て
に
つ
い

て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問

 　
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

５
６
５
６

︿
三
春
登
山
愛
好
会
会
員
を

募
集
し
ま
す
﹀

　

安
全
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
る

山
の
会
で
す
。

　

山
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

▽ 

山
本

　

 

☎
62-

１
４
３
７

▽ 

根
元

　

 

☎
62-

６
４
６
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
る
２
月
号
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫
び
し
て
、

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

● 

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
 （

９
ペ
ー
ジ
）

▼ 
誤　
阿
部
ハ
ヤ
子
さ
ん

▼ 
正　
安
部
ハ
ヤ
子
さ
ん

広告欄



カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。３月の行事カレンダー

1（木） 議会3月定例会（〜14日予定・三春町役場）

のびのびの日 離乳食についての相談（10時〜12時・地域子育て支援センター）

こころの健康相談会（9時30分〜12時・保健センター相談室）

出前おはなし会（10時30分〜11時・地域子育て支援センター）

就職相談会（13時〜15時・三春交流館「まほら」）

乳幼児健診・9〜10か月児（9時集合・町立三春病院）

健康づくり男の料理教室（10時30分・保健センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

ままカフェみはる（10時〜11時30分・保健センター1階ホール）

終了の会（11時・地域子育て支援センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

人権相談（10時〜15時・三春交流館「まほら」）

食改のおやつやさん（11時・保健センター）

乳幼児健診・3〜4か月児（13時集合・保健センター）

日曜おはなし会（10時30分〜11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）

おはなし“あのね”（11時30分・地域子育て支援センター）

議会3月定例会一般質問（10時・三春町役場）

14（水）

6（火）

23（金）

28（水）

27（火）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時〜13時15分・保健センター）

お誕生日会3月生まれ（11時30分・地域子育て支援センター）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時15分・保健センター）

13（火）

献血車来町（9時30分〜16時30分・町内）

健康づくりカローリング教室（9時〜11時30分・町民体育館）

保健センター開放日（9時〜12時・保健センター）

行政相談（10時〜12時・三春交流館「まほら」）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分〜11時・町民図書館）

7（水）

11（日）

15（木）

16（金）

20（火）

2（金）

8（木）

9（金）

29（木）

27

20

25

20

20

20

27

20
20

20

20

27

22

20

27

24

20

27
27

20

20

20

27

20

20

25

◎ ありがとう　感謝の気持ち　忘れずに（渡辺舞桜・三春中学校 1 年）
※平成 29 年度青少年健全育成標語入選作品

　

人口 17,903 人（-8）う
ち男性 8,950 人（± 0）・女性 8,953 人（-8）／世帯数 6,287 世

帯（+9）

※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 30 年 2 月 1 日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：4・11・18・21・25 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

26

１ ２

８ ９７

15 1614

21 22 23

29 30

６４ 10５

1311 1712

2018 19

３

24

31

町営バス運休カレンダー（３月）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

25 27 28

人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

3月
4日(日)

　3月 3月
1日(木)

石塚医院
都路診療所

船引クリニック
矢吹医院
大方病院
まつざき内科胃腸科クリニック
のざわ内科クリニック
さいとう医院
橋本医院
秋元医院

まつえ整形外科
雷クリニック

島貫整形外科
さとう耳鼻咽喉科クリニック

春山医院
三春病院
清水医院
石川医院

2日(金)
5日(月)
6日(火)
7日(水)
8日(木)
9日(金)
12日(月)
13日(火)
14日(水)

16日(金)
19日(月)
20日(火)
22日(木)
23日(金)
26日(月)
27日(火)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7時～9時 30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前9時～午後6時】★印は午後5時まで

秋元医院 ☎82-1514
11日(日)

遠藤医院 ☎85-201618日(日)
雷クリニック★ ☎62-6333

21日(水) かみや内科クリニック ☎72-3212

夜間・休日のお医者さん

28日(水)
29日(木)

25日(日) 大方病院★ ☎82-1117
ふくだや薬局

きよはし薬局駅前店

白岩医院

東部台こどもクリニック15日(木)
30日(金) かとうの内科クリニック

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　 ご質問を募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

スマイル薬局

4 月 2 日（月）　国民健康保険税 第 9 期　介護保険料 第 9 期納  期  限

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後 7 時まで）、毎週日曜日（午前 8 時 30 分～午後 0 時）

【行政相談】3 月 13 日（火）午前 10 時〜午後 0 時
　／三春交流館「まほら」／行政相談委員

【人権相談】3 月 13 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】3 月 6・13・20・27 日（火）
　午前 9 時〜午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】3 月 15 日（木）
　午前 9 時 30 分〜午後 0 時
　／保健センター相談室／臨床心理士／要予約

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/
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魁春旗争奪全国高等学校
選抜柔道錬成三春大会

　2 月 10 日から 12 日の 3 日間、魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会が町民体育館で開催され、北は北海道、
南は長崎まで全国の強豪校や田村、県選抜、県南選抜など計 24 チームが出場しました。
　この大会は、宮城県女川町から東日本大震災以降、三春町が引き継いで開催しており、2016 年の第 10 回記念大会か
ら大会名を「魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会」に変更し開催しています。この大会の主旨は、福島県は
もとより、東北地方の高校柔道のレベルアップにあります。近年、本大会に参加した選手が、その後の全国高校選手権
や全国高校総体で優勝するなどの活躍をし東北地方以外の関係者からも注目される大会となり今や全国高校柔道屈指の
大会です。

◆ 大会結果は次のとおりです。（敬称略）

問い合わせ先　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　FAX 62-4727

　大会初日は、小中学生・高校生を
対象としたトレーニング講習会、合
同練習が開催されました。
　2 日目の大会当日は、予選リーグ・
決勝トーナメントが行われ、崇徳高
校（広島県）が優勝しました。地元
の田村高校は 3 戦全勝で予選リーグ
を通過し、決勝トーナメントの準々
決勝で四日市中央工業高校（三重県）
を下し、準決勝で優勝した崇徳高校
に惜しくも敗れました。

開会式のようす

選手宣誓をする尾見主将 ( 田村高校）

熱戦を繰り広げる選手たち②上水先生による柔道教室のようす

優秀選手賞を受賞した賀沢選手 ( 田村高校） 三年連続第 3 位入賞の田村高校の皆さん

◇ 優秀選手賞
 　八木郁実（崇徳高校）・村尾三四郎（桐蔭学園高校）・
　 賀沢翔海（田村高校）・小嶋洸成（修徳高校）
◇ 特別賞　斉本研アレクサンドル（小杉高校・富山県）

◇ 優　勝　　崇徳高校（広島県）
◇ 準優勝　　桐蔭学園高校（神奈川県）
◇ 第３位　　田村高校・修徳高校（東京都）

地元田村高校は　　入賞

熱戦を繰り広げる選手たち①

　大会終了後には、東
海大学男子柔道部監督
の上水研一朗先生によ
る柔道教室が開催され、
地元の小中学生も参加
し全国トップレベルの
技術を学び有意義な時
間を過ごしました。
　3 日目は、錬成会が行
われ、全国トップクラ
スの選手による熱い試
合が繰り広げられまし
た。

地元田村高校は　　入賞３位


